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 今年 7月、市民 2,000 人、市内の事業所 200 社を対象

に青森市が行った男女共同参画に関する意識調査。その

結果に映し出された私たちの姿は、いったいどのような

ものでしょうか。 

 意識調査の結果については、10 月 23 日(日)に青森市

男女共同参画プラザ（カダール）で開催する「これから

の男女共同参画を考えるシンポジウム」のパネルディス

カッションでも取り上げます。シンポジウムの基調講演

は、平成 8年に青森市が男女共同参画都市を宣言した市

民フォーラムでも講演してくださった作家の落合恵子

さん。シンポジウムを前に、落合さんから私たち青森市

民へメッセージも届いています！ 

速報！ 市民・事業所意識調査 

 現代日本では、女性が労働力の 40%
を占め、社会のいろいろな分野で活動
しています。しかし、指導的な立場で
活躍している女性はというと、他の先
進諸国に比べて、まだまだ少ない状況
にあります。 
 そこには「男は仕事、女は家庭」「リ
ーダーシップは男」「女はおとなしく
従順であれ」など、男女の役割につい
ての固定的性別役割分担意識、古くか
らの偏見・差別などが影響していま
す。そうした影響から生じた社会的状
況の格差を解消し、実質的な機会の平
等を担保するためには、単に法律等で
男女差別を禁止するだけでは困難で
あり、より積極的な取組みが必要とな
ります。これが、ポジティブ・アクシ
ョンです。 

国では、「『2020 年 30%』の目標」を
掲げ、社会のあらゆる分野において、
2020 年までに指導的地位(議会議員や
法人・団体等における課長相当職以上
の者など)に女性が占める割合を少な
くとも 30%程度とすることを目指して
います。 
 ポジティブ・アクションは、あくま
で活動に参画する機会についての男
女間の格差が解消されるまでの暫定
的な措置です。法律上定められたもの
で、憲法の平等原則にも反しません。
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●女性の悩み相談カダール相談室● 
パートナーからの暴力で悩んでいる、自

分自身の生き方や家庭のことで相談した

いなど、あなたが抱えている悩みを相談

員がお聞きします。 
 

毎週月･木（祝日・年末年始・休館日を除く）

○電話相談 ☎ 017(776)8850 

○面接相談 10:00～12:00 

      13:00～16:00 

  ＊面接相談は予約が必要です。 

  平日 9:00～18:00 ☎017－776-8858 

   

■
15
年
ぶ
り
の
落
合
恵
子
さ
ん 

 

青
森
市
が
男
女
共
同
参
画
都
市
を
宣
言

し
た
の
は
15
年
前
の
平
成
８
年
10
月
22

日
で
し
た
。
基
調
講
演
は
落
合
恵
子
さ
ん
。

講
演
テ
ー
マ
は
「
自
分
に
ご
ほ
う
び
―
『
わ

た
し
』
か
ら
―
」
。
自
分
へ
の
ご
ほ
う
び
…

こ
れ
が
、
新
鮮
に
響
く
時
代
で
し
た
。
衝
撃

的
で
す
ら
、
あ
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
も

で
き
、
法
制
度
の
整
備
は
少
し
ず
つ
で
す
が

進
ん
で
い
ま
す
。
落
合
さ
ん
が
何
を
語
ら
れ

る
の
か
、
楽
し
み
で
す
。 

■
入
試
の
模
擬
問
題
に
「
あ
ら
、
い
い
わ
」

 

高
校
受
験
用
の
英
語
の
問
題
に
目
を
や

っ
て
、
そ
の
ま
ま
読
み
続
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
二
人
は
男
の
子
で
す
。
友
達
の
家
を
訪

ね
て
「
パ
パ
の
方
が
マ
マ
よ
り
帰
宅
が
早
い

か
ら
パ
パ
が
夕
食
を
作
る
」
に
び
っ
く
り
。

一
方
、
友
達
と
そ
の
姉
妹
は
「
家
事
は
マ
マ
」

を
聞
い
て
び
っ
く
り
。
そ
し
て
…
、
い
い
で

す
ね
、
性
別
役
割
分
担
意
識
の
払
拭
は
こ
ん

な
と
こ
ろ
か
ら
も
進
め
ら
れ
る
か
も
。 

転載希望の方はご連絡ください。 

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

「逆差別なのじゃないの?」 

「『平等』に反する！」 

という声にお答えします 

今年も事業が目白押しです。男女共同参画プラザ「カダール」が主会場です。 

＊オープニング「インナーパークへ集合！」…1 日(土) ピンクリボンの木の前で記

念写真を撮りましょう！ （大きなピンクリボンは 10 月いっぱい展示）  
＊縄文の杜あおもりツーデーマーチに参加しよう！…16 日(日)  
＊じゃらん・じゃらんカフェ カダールで語ろう、安らぎの時間…23 日(日) 

＊これからの男女共同参画を考えるシンポジウム…23 日(日) 

基調講演：落合恵子「誰かの幸せが、ほかの誰かの幸せになるように」 

～7 年間の介護を通して見えた社会～           

パネルディスカッション： 

パネリスト    本宮彰（㈱JR 東日本青森商業開発代表取締役社長） 

沼田桃子（司法書士） 

出崎真里（青森市生涯学習推進員） 

コーディネーター 白井壽美枝(NPO 法人あおもり男女共同参画をすすめる会理事長) 

＊カダール de おまつり…30 日(日)ショートムービー上映、ケンシンジャーと遊ぼう他 

＊マリア幼稚園児「大好きな人の絵」展示…1 日(土)～31 日(月)新町アートパネル 

＊Women’s ライブラリー「女性に関する図書コーナー」…1 日(土)～31 日(月)市民図書館 
このほかにも、記念月間中はカダール、アコール事業が盛りだくさん！ 

詳しくは、各施設スタッフまでお問合せください。 

昨
年
の
月
間
事
業
か
ら 

 ●青森市男女共同参画プラザ｢カダール｣ 

 「カダール」は津軽弁で仲間になるという意味の｢カダル｣と、共に語り合うと

いう 2つの意味を表現。市民のみなさんと男女共同参画社会づくりをすすめてい

くための拠点です。   〒030‐0801 青森市新町 1-3-7 アウガ５F・６F 

●青森市働く女性の家｢アコール｣ 

 「アコール」はフランス語で｢調和｣･｢和音｣の意味。 
社会参画に取り組むすべての女性を応援し、お手伝いする施設です。女性はもちろ

ん、男性も利用できます。   〒030-0821 青森市勝田 1-1-2 

◆カダール◆

【開館時間】 

9:00～22:00 

【休館日】 

毎月第 2 水曜日 

【電話】 

017(776)8800 

【FAX】 

017(776)8828 ◆アコール◆

【開館時間】

9:00～22:00

【休館日】 

毎月第 2 日曜日

【電話＆FAX】

017(723)1700

平成 8 年 10 月 22 日 

 青森市は全国 8 番目の 

宣言都市になりました

特 集 

さらに、10/23 シンポジウムに先駆けて 

作家の落合恵子さんから特別寄稿！！ 

 

私は私を大切に思うのと同じ重さで 

あなたを大切に思う 

 

性別を超え 

世代を超え 

時代を超え 

人と協調し 人を信頼できる 

誇り高い人間でありたい 

 

すべての人の自立と平等をめざして 

青森はここに｢男女共同参画都市｣を 

宣言します。 

 

平成 8 年 10 月 22 日 青森市 

 ・
「
会
社
の
上
司
が
さ
わ
る
」
と
、
友
達
が

怒
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
「
や
め
て
く
だ
さ

い
」
と
は
言
い
づ
ら
い
。
会
社
を
辞
め
る
こ

と
に
な
る
の
は
困
る
と
い
う
の
も
理
由
。
セ

ク
ハ
ラ
と
い
う
言
葉
は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
あ

る
気
が
し
ま
す
。
な
ん
で
な
か
な
か
な
く

な
ら
な
い
の
？ 

（
30
代 

良
い
環
境
で
働

き
た
い
同
盟
） 

              

・
退
職
後
の
男
性
に
つ
い
て
、
地
域
に
居
場

所
が
な
い
と
か
、
友
達
が
い
な
い
と
か
、
趣

味
が
な
い
と
か
、
言
わ
れ
て
ま
し
た
。
ふ
っ

と
、
自
分
の
こ
と
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

私
は
女
性
だ
け
れ
ど
、
仕
事
が
ん
ば
っ

た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
パ
ス
し
た
。
地
域
活
動
も
し

な
か
っ
た
。
趣
味
は
な
い
。
退
職
し
た
ら
、

ど
う
す
る
ん
だ
ろ
う
。
ま
ず
は
何
か
始

め
る
気
力
を
持
た
な
き
ゃ
。
（
50
代 

女

だ
っ
て
大
変
） 

 

・
い
ろ
い
ろ
な
会
議
に
出
て
、
女
性
が
い
な

い
会
議
は
ダ
メ
だ
と
つ
く
づ
く
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。
男
は
、
し
が
ら
み
か
何
か
わ

か
ら
な
い
け
れ
ど
、
自
由
な
発
想
が
な

い
。
い
や
、
そ
れ
よ
り
、
生
活
者
と
し
て

生
き
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
、
見
え
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
（
60
代 

男
女
共
同
参

画
に
目
覚
め
た
男
） 

 

・
テ
レ
ビ
の
朝
の
ド
ラ
マ
で
「
女
性
た
ち
よ
、

い
い
人
生
を
！
」
と
い
う
セ
リ
フ
が
何
度

も
出
て
き
ま
し
た
。
勇
気
づ
け
ら
れ
ま

す
。
一
人
で
乾
杯
し
て
、
元
気
を
出

し
て
い
ま
す
。
（
60
代 

「
男
性
た
ち
よ
」

も
加
え
る
？
） 

私の言の葉 
アンジュール的 

・
乳
が
ん
検
診
の
受
診
率
が

上
が
ら
な
い
と
聞
い
た
け
れ

ど
、
わ
か
る
気
が
す
る
。
私
も

実
は
、
行
か
な
き
ゃ
と
思
い
つ

つ
、
ず
ー
っ
と
先
延
ば
し
に
し

て
い
ま
す
。
技
師
や
お
医
者

さ
ん
が
男
性
か
も
し
れ
な
い

と
思
う
と
、
一
歩
が
出
な
い
。

ご
め
ん
な
さ
い
、
男
性
の
お
医
者
さ
ん
た

ち
。
微
妙
な
ト
コ
な
ん
で
す
、
ご
理
解
く
だ

さ
い
。
女
性
医
師
や
女
性
技
師
が
増
え
る

と
い
い
な
ぁ
。
（
40
代 

気
持
ち
は
あ
る
） 



 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
                                       

           
                                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                       
  

社会全体の男女の地位の平等感

9%

58%

19%

5%

1% 8% 0%

男性の方が非常に優遇されている   

どちらかといえば男性の方が優遇さ
れている            

平等                      

どちらかといえば女性の方が優遇さ
れている            

女性の方が非常に優遇されている   

わからない                

無回答                    

い
た
喪
失
の
洞
の
よ
う
な
も
の

は
、
い
ま
で
も
こ
こ
に
あ
る
。 

あ
な
た
の
日
々
は
ど
う
だ
っ
た

ろ
う
。 

先
日
、
二
冊
の
本
を
ま
と
め
あ

げ
た
。
『
積
極
的
そ
の
日
暮
ら
し
』

（
朝
日
新
聞
社
・
刊
）
と
『「
孤
独

の
力
」
を
抱
き
し
め
て
』
（
小
学

館
・
刊
）
。
一
方
は
新
聞
に
連
載
し

た
も
の
に
加
筆
し
た
も
の
で
、
も

う
一
方
は
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
多
く

の
女
性
に
取
材
を
し
、
書
き
下
ろ

し
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
二
冊
を
ま
と
め
あ
げ
て
い

る
間
、
ず
っ
と
わ
た
し
の
心
の
中

で
響
い
て
い
た
、
ひ
と
つ
の
フ
レ

ー
ズ
が
あ
る
。
詳
し
く
は
本
の
中

で
も
触
れ
て
い
る
が
、
次
の
よ
う

な
一
節
だ
。 

I
 lo

cke
d 

mys
elf

 
o
ut.

 

「
わ
た
し
は
、
わ
た
し
自
身
を
閉

め
出
し
て
、
部
屋
に
鍵
を
か
け
て

た
い
。 

13Ｗ×19Ｌ（247） 

し
ま
っ
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

た
と
え
ば
ホ
テ
ル
。
つ
い
、
う

っ
か
り
と
部
屋
の
中
に
ル
ー
ム
キ

イ
を
置
い
て
外
に
出
て
、
オ
ー
ト

ロ
ッ
ク
式
の
ド
ア
を
閉
め
て
し
ま

っ
た
場
合
の
状
態
な
ど
を
い
う
。 

ル
ー
ム
キ
イ
な
ら
予
備
の
鍵
を

フ
ロ
ン
ト
で
も
ら
え
ば
い
い
。
が
、

自
分
の
人
生
か
ら
他
で
も
な
い
自

分
を
閉
め
出
し
て
し
ま
っ
た
ら
…

…
。
誰
か
ら
、
ど
こ
か
ら
予
備
の

鍵
を
も
ら
え
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。

第
一
、
人
生
に
予
備
の
鍵
な
ど
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
閉
め
出
さ
な
い

こ
と
だ
、
自
分
の
感
情
生
活
を
、

自
分
の
夢
を
、
自
分
の
日
々
そ
の

も
の
を
、
自
ら
の
人
生
か
ら
。 

な
ぜ
な
ら
、
あ
な
た
を
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
「
あ
な
た
」

し
か
い
な
い
の
だ
か
ら
。 

 

そ
の
こ
と
の
か
け
が
え
の
な
さ

を
、
１０
月
２３
日
、
ご
一
緒
に
考
え

「
り
ん
ご
の
皮
は
誰
が
む
く

の
？
」 

青
森
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の

ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
あ
の
日
。
多

く
の
女
性
た
ち
が
前
掲
の
コ
ピ
ー

の
も
と
に
集
い
、
熱
く
語
り
合
っ

た
日
が
い
ま
で
も
、
わ
た
し
の
心

に
鮮
や
か
に
刻
ま
れ
て
い
る
。 

あ
れ
か
ら
…
…
。 

沢
山
の
日
々
が
過
ぎ
て
い
っ

た
。 そ

の
間
、
様
々
な
変
化
が
、
社

会
に
、
そ
う
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
女

性
の
人
生
に
も
訪
れ
た
は
ず
だ
。 

喜
び
や
悲
し
み
、
喪
失
や
充
実
、

あ
る
い
は
そ
う
い
っ
た
ひ
と
つ
の

言
葉
に
は
集
約
は
で
き
な
い
ほ
ど

の
、
微
妙
で
複
雑
な
変
化
も
ま
た
。 

わ
た
し
も
、
ほ
ぼ
７
年
の
あ
い

だ
在
宅
で
介
護
を
し
た
最
愛
の
母

を
見
送
っ
た
。
こ
の
秋
で
５
年
に

な
る
の
だ
が
、
心
に
ぽ
っ
か
り
あ

お
ち
あ
い
・け
い
こ 

特 

別 

寄

稿 

創刊号(平成 8年 7 月 20 日発行)より 第 3 号 (平成 9年 3 月 20 日発行)より 

今年７月に市民2,000人、市内の事業所200社を対象として行った 

作
家
・
東
京
家
政
大
学
特
任
教
授
。

執
筆
と
並
行
し
、
東
京
青
山
、
大
阪
江

坂
に
子
ど
も
の
本
の
専
門
店
ク
レ
ヨ

ン
ハ
ウ
ス
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
を
主
宰
。
総
合
保
育
雑
誌
「
月

刊
ク
ー
ヨ
ン
」
発
行
人
。
被
災
地
の
子

ど
も
に
本
を
送
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「H
U
G
&
RE
A
D

」
代
表
。 

主
な
著
書
に
「
母
に
歌
う
子
守
唄
…

わ
た
し
の
介
護
日
誌
」「
絵
本
処
方
箋
」

（
朝
日
新
聞
出
版
）
、「
崖
っ
ぷ
ち
に
立

つ
あ
な
た
へ
」（
岩
波
書
店
）
。
新
刊
に

「
積
極
的
そ
の
日
暮
ら
し
」
（
朝
日
新

聞
出
版
）
、
「
孤
独
の
力
を
抱
き
し
め

て
」（
小
学
館
）
。
翻
訳
絵
本
に
「
お
や

す
み
、
ぼ
く
」「
キ
ス
の
時
間
」（
ク
レ

ヨ
ン
ハ
ウ
ス
）
等
多
数
。 

市民・事業所意識調査の結果を、一部速報でお届けします！ 

      

青
森
市
が
男
女
共
同
参
画
都
市

を
宣
言
し
た
の
は
、
今
か
ら
１５
年

前
の
こ
と
。
今
回
の
意
識
調
査
で

１０
年
前
と
比
較
し
た
男
女
の
地
位

の
平
等
感
に
つ
い
て
市
民
の
み
な

さ
ん
に
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
１０
年

前
に
比
べ
て
「
平
等
に
な
っ
た
・

平
等
に
近
づ
い
た
」
と
答
え
た
方

が
回
答
者
の
５４
．
３
％
と
ト
ッ
プ

（
図
１
）
。
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
の
施
行
か
ら
１０
年
の
節
目
に

当
た
り
、
昨
年
、
内
閣
府
か
ら
「
男

女
共
同
参
画
が
必
ず
し
も
十
分
に

は
進
ま
な
か
っ
た
」
と
の
反
省
の 

弁
が
あ
っ
た
も
の
の
、
回
答
者
の

半
数
以
上
が
、
こ
の
１０
年
の
間
に

何
ら
か
の
進
歩
が
あ
っ
た
と
認
め

て
い
ま
す
。 

と
は
い
っ
て
も
、
社
会
全
体
の

男
女
の
地
位
の
平
等
感
を
た
ず
ね

る
質
問
に
は
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い

る
」
と
答
え
た
方
が
回
答
者
全
体

の
５７
．
７
％
と
も
っ
と
も
多
く
、

依
然
と
し
て
、
男
女
平
等
と
い
う

よ
り
も
、
男
性
が
優
位
で
あ
る
と

感
じ
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す
（
図
２
）
。
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
ま
で
の
道
の
り

は
、
ま
だ
ま
だ
険
し
そ
う
で
す
！ 

       

仕
事
、
家
庭
生
活
、
地
域
生
活
、

個
人
の
生
活
な
ど
様
々
な
活
動

を
、
自
ら
が
希
望
す
る
バ
ラ
ン
ス

で
行
い
、
健
康
で
豊
か
な
生
活
を

送
ろ
う
と
い
う
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
以
下
「
Ｗ
Ｌ
Ｂ
」

と
表
記
）
。
こ
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
と
い
う
言

葉
に
つ
い
て
は
、
回
答
者
の
７
割

以
上
が
「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
答

え
て
い
ま
す
（
図
３
）
。
一
方
、
事

業
所
調
査
で
は
、
「
知
っ
て
い
た
」

（
４３
．
５
％
）
と
「
知
ら
な
か
っ

た
」（
４３
．
５
％
）
の
答
え
が
同
じ

割
合
（
図
４
）。
そ
れ
で
も
、
企
業

経
営
上
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
、「
必
要
だ
と
思
う
」
と
答

え
た
事
業
所
が
４２
．
６
％
、「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
必
要
だ
と
思
う
」

と
答
え
た
事
業
所
が
２９
．
６
％
と
、

多
く
の
事
業
所
が
、
そ
の
必
要
性

を
認
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
（
図
５
）
。
今
後
は
、
企
業
を
巻

き
込
ん
だ
動
き
が
Ｗ
Ｌ
Ｂ
普
及
の

カ
ギ
と
な
り
そ
う
で
す
。 

       

１０
月
２３
日
（
日
）
に
青
森
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
・
カ
ダ
ー
ル

で
開
催
す
る
「
こ
れ
か
ら
の
男
女

共
同
参
画
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
で
は
、
意
識
調
査
の
こ
の
ほ

か
の
結
果
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
青
森
市
の

男
女
共
同
参
画
を
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
基
調
講

演
に
は
、
作
家
の
落
合
恵
子
さ
ん

が
登
場
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
チ

ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

◆意識調査の概要

市民 事業所

調査対象 ２０歳以上の市民２，０００人 従業員１０人以上の市内事業所２００社

調査方法

調査期間

回収率（速報値） 47.5% 54.0%

郵送による調査票の配付・回収

平成２３年７月１日～２１日

図１　１０年前と比較した男女の地位の平等感

54.3%

26.1%

9.3%

9.8% 0.5%

平等になった・平等に近づい
た                        

１０年前とあまり変わらない

女性の方が優位になった    

わからない                

無回答                    

図２　社会全体の男女の地位の平等感

9.5%

57.7%

19.4%

4.6%

0.8% 7.6% 0.4% 男性の方が非常に優遇され
ている                      

どちらかといえば男性の方が
優遇されている            

平等                      

どちらかといえば女性の方が
優遇されている            

女性の方が非常に優遇され
ている                      

わからない                

無回答                    

図３　ワーク・ライフ・バランスの認知度（市民）

11.9%

13.2%

73.4%

1.5%

知っていた                

聞いたことはあるが意味は
知らなかった                

知らなかった              

無回答                    

図４　ワーク・ライフ・バランスの認知度（事業所）

43.5%

12.0%

43.5%

0.9%

知っていた                

聞いたことはあるが意味は
知らなかった                

知らなかった              

無回答                    

図５　ワーク・ライフ・バランスの経営上の必要性

42.6%

29.6%

4.6%

3.7%

19.4%

必要だと思う              

どちらかと言えば必要だと思
う                        

どちらかと言えば必要でない

必要でない                

わからない                


